
 

 

 

 

 

                         「健診結果 みてますか」 

                   「たばこの害について」 

 「健診」と「検診」の違いがわかりますか？ 

 「健診」は、受けた時点の全身の健康状態を確認し、病気につながる異常がないかを調べる

ことで、「検診」は、胃がんや乳がんなど特定の病気ないかを調べ、早期発見、早期治療につ

なげることが目的です。 

 労働者は、事業者が行う健診の受診が労働安全衛生法で義務付けられています（アルバイト、

パート労働者は条件にあてはまる場合）。主な検査内容は、身体計測、血圧測定、血液検査、

胸部エックス線、尿検査、聴力検査、心電図です。血液中のブドウ糖の量を示す血糖値や、コ

レステロール、血圧は心疾患障害や脳血管障害のリスクがわかります。肝臓の解毒作用に関係

するγ―ＧＴＰの数値が高い時は、アルコールによる肝障害、肝臓や胆道の病気などが疑われ

ます。基準値から少し外れているからといって気にしすぎる必要はありません。数値は加齢に

伴って異常が出てくるし、その日の体調によっても変化するため、経年変化に注目するといい

です。経年変化を確認するためにも、健診は毎年受けるようにして下さい。 

 もし、異常が指摘されたら、早期に医療機関を受診することが大切です。専門家が根拠を持

って判定しているので、異常値があっても自覚症状がない病気も少なくなく、症状がでてから

受診するのでは遅いです。 

 健診に備えて、前日

だけ飲酒を控えたり、

数日前から摂生した

りする人もいますが、

数値への影響はほぼ

ありません。健康状態

を知ることで、生活習

慣を見直したり、自身

の体への関心を高め

るきっかけにして下

さい。 
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高温に豪雨、干ばつ、台風やハリケーンの大型化。激しさを増す

一方の「気候変動」は、命への直接の脅威に加え、健康への影響も

大きいです。中でも、子どもたちは、大人に比べ被害を受けやすく、 

周囲の配慮が必要です。 

 

」 

★喫煙とがん 

たばこの煙の中には、多くの発がん性物質が含まれます。喫煙は、多くの発がん

性物質への暴露や DNAの損傷を引き起こし、がんのリスクを高めます。喫煙との因

果関係が明らかになっているがんには、肺がん、口腔・咽頭がん、喉頭がん、鼻腔・

副鼻腔がん、食道がん、胃がん、肝臓がん、膵臓がん、子宮頸がん、膀胱がんがあ

ります。また、がん患者の喫煙は、生命予後を悪化させること、および二次がんを

引き起こしやすくすることもわかっています。 

★喫煙と循環器疾患 

 たばこを吸うと、動脈硬化や血栓の形成が進むことから、虚血性心疾患を引き起

こす原因となります。また、脳卒中（脳出血、くも膜出血、脳梗塞）のリスクを高

めます。それだけでなく、喫煙は動脈硬化性疾患の早期発症や重症化にもつながる

ことが報告されています。 

★喫煙と糖尿病 

 たばこを吸うことは交感神経を刺激して血糖を上昇させるだけでなく、体内のイ

ンスリンの働きを妨げる作用があります。そのため糖尿病にかかりやすくなります。

また、糖尿病にかかった人がたばこを吸い続けると、治療の妨げとなるほか、脳梗

塞や心筋梗塞・糖尿病性腎症などの合併症のリスクが高まることがわかっています。 

                      厚生労働省 eヘルスネットより 
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